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１、仏像の種類

①如来（にょらい）・・・釈迦如来、阿弥陀如来など

②菩薩（ぼさつ）・・・観音菩薩、地蔵菩薩など

③明王（みょうおう）・・・不動明王、愛染明王など

④天（てん）・・・四天王（持国天、増長天、広目天、多聞天）

弁財天など



①如来：悟った人の姿。→衣と裙を身に着けたシンプルな姿。



②菩薩：修行中の姿。→衣と裙を身に着けて、冠や胸飾など装飾品をつける。



③明王：如来の仮の姿。→裙、条帛などを身につけ、装飾品をつける。
身体を赤で色つけることが多い。表情が怖い。（憤怒）



④天：仏教世界を守る、護法神の姿。 → 姿は様々。剣をもつこともあれば、琵琶などを
持つこともある。もとは仏教が成立する前のインドに存在した土着の信仰の神々。



２、悟った姿とは

悟った人は特別な姿になるといわれている。
→ 三十二相（さんじゅうにそう）『大智度論』などの経典による。



３、衣の着方

①通肩（つうけん）：インド起源

②偏袒右肩（へんだんうけん）：インド起源

③中国式服制：中国起源



①通肩（つうけん）



②偏袒右肩（へんだんうけん）



③中国式の服制




